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免疫組織化学法:胃伸展標本はリン酸緩衝生理食塩水にて洗浄後，抗VIP うさぎ抗体にて 2 日，リン
酸緩衝生理食塩水にて洗浄 1 時間， F 1 TC標識抗うさぎ IgG抗体にて 1 日，リン酸緩衝生理食塩










よび、 lnternordal strand に多数観察された。コルヒチン処理ラットにおいてVIP陽性細胞は筋間神経
叢に極めて豊富に認められた。次に，筋間神経叢および筋層内の豊富なVIP神経線維の起始を調べる








本研究は従来まで不明であった胃壁内の Vasoactive intestinal polypeptide (V 1 p) の分布とその
神経支配形態を免疫組織化学を用いて明らかにしたもので，消化管運動調節における VIP の作用の解
明の上で重要な手掛りを与えた。
従って，学位論文として価値あるものと認めるO
